
○ 平成16年に屋内外の実験を制度化

○ 平成18年に屋内を制度化

○ 平成25年9月に一部屋外利用（分電盤の負荷

側）を制度化

広帯域PLC利用高度化の検討について

① 三相三線方式の電力線利用・屋外利用の具体的な利用形態

② 技術面・運用面での課題

③ 三相三線方式の電力線利用・屋外利用の技術的条件、無線システムとの共用条件 等

検討項目

屋内外及び送電系において利用可

10kHz 450kHz 526.5kHz 1606.5kHz 2MHz 30MHz
中波放送 航空・海上通信 短波放送 アマチュア無線 等
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現在の制度状況

PLCの利用周波数帯

制度化済みの範囲

資料10-2

平成29年10月20日 高速電力線搬送通信
設備作業班（第10回） 事務局説明資料

※実験は屋内外で実施可能
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